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委員会スケジュールと審査の流れ 

 

１．新処理施設事業者選定委員会の日程と議題（案） 

 日付 議題（案） 審議内容 

  入札公告（H29.2）  

第１回 平成 29 年 

4 月 27 日 

経過報告 

 

 

 

 

委員会スケジュール

と審査の流れ 

○事務局から、これまでの経緯を説明する。 

・下記の入札公告前の決定事項の確認 

 新処理施設整備検討委員会報告書 

 落札者決定基準（事業者選定方法） 

・入札公告後の経過の説明 

○今後の委員会スケジュールと審査の流れを

確認する。 

－ 平成 29 年 

5 月 16 日 

先進地視察（委員研

修） 

視察地：船橋市北部清掃工場 

第２回 平成 29 年 

7 月 4 日 

基礎審査結果につい

て 

提案書に関する意見

交換等 

○事務局から基礎審査結果を報告する。 

○事業者から提出された提案書について、落

札者決定基準に基づき、意見交換等を行う。 

第３回 平成 29 年 

7 月 25 日 

事業者選定 

（ヒアリング含む） 

○事業者へのヒアリングを実施し、最終評価

を行い、最優秀提案者を選定する。 

○審査講評の内容について、検討する。 

（審査講評は、結果を受けて作成し、後日公

表する。） 

○審査結果を組合管理者に答申する。 

  答申：審査結果 

  本契約（H29.9）  

 

  

第 2回事業者選定委員会 

資料 1 H29.7.4 
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２．最優秀提案者選定の手順（落札者決定基準 Ｐ３） 

 

最優秀提案者の選定に際しては、下記の方法により審査を行う。 

 ※最優秀提案者を選定する委員会の事務は図中網掛け部分

参加資格審査申請書の提出

参加資格審査

提案書等の提出

提案書の

基礎審査

提案書の提出 入札書の提出

提案書の

定量化審査

開札

入札価格の

定量化審査

総合評価値の算定

最優秀提案者の選定

落札者の決定

失格

失格

失格

参加資格が
確認できない場合

基礎審査項目を
満たしていない場合

入札書比較価格を超えていた場合

提案審査
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３．提案審査の方法 

 

（１）提案書の基礎審査（落札者決定基準 Ｐ１及びＰ４） 

下記事項については、事務局にて審査を行う。なお、本委員会での審議にあたり、基礎審

査を事務局にて実施した。（議事１にて報告） 

 

提出された提案書等がすべて揃っていることを確認する。 

 

 

新処理施設事業者選定委員会（以下「選定委員会」という。）は、提案書等に記載された

内容が、落札者決定基準に示す基礎審査項目を満たしていることを確認する。基礎審査項目

について 1項目でも満たさないことが確認された場合は失格とする。 

 

①提案書の内容が要求水準書に示す要求水準を満たしていること。 

②入札説明書及び様式集に示す提案書の作成に関する条件について違反のないこと。 

③提案書全体について、同一事項に対する 2 通り以上の提案又は提案事項間の齟齬、矛

盾等がないこと。 

 

 

（２）定量化審査 

本日の第２回委員会では下記事項について審議する。 

 

事業者から提出された提案書について、落札者決定基準に基づき、意見交換等を行う。 

次回委員会にて実施するヒアリング事項を抽出する。 

 

 

次回の第３回委員会では下記事項について審議する。 

 

①事業者へのヒアリングを行う。 

②意見交換、ヒアリングに基づき、技術点を確定する。 

③開札を行う。 

④落札者決定基準に示す入札価格の得点算定式に基づき、価格点を確定する。 

⑤総合評価値（技術点＋価格点）を確定する。 

⑥審査講評に盛込む事項を審議する。 
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委員会

各社の技術提案書等

※副本には企業名は記載なし

事前評価・

コメント・質問等 ※この時点では評価できない項目があっても構いません。

質問事項

各委員の提案書評価表

※集計の間、休憩

審査結果一覧･

答申：審査結果

　　　基礎審査結果

事前評価・コメント・
質問等一覧表

入札価格･入札価格の定
量化審査の得点

総合評価値

事業者選定の流れと委員会の作業内容

事業者選定の流れ
（事務局の作業内容） 新処理施設事業者選定委員会の作業内容

○第1回委員会（H29.4月27日）時に、参加資格確認結果・参加状況を事務局から報告します。

提案書比較資料、事
前評価表、質問事項
等記入表

※ヒアリングまでに、委員各自で事前評価の再考をお願いします。

提案書の定量化審査
集計表

【組合実施】 参加資格確認

参加資格なし

入札提案書類の提出

不合格

参加資格確認申請書類提出

【組合実施】基礎審査

提案書 入札書

失格
不合格

提案書に関するヒアリング

提案書の定量化審査

開札

失格

予定価格
超過

総合評価値の算定

落札者の決定

○入札説明書等において組合が求める参加資格を有しているか（構成、
実績、有資格者名簿への登録等）を確認します。
○参加資格確認結果を参加者へ通知します。

○入札参加者から技術提案書等（技術提案書、施設計画図書、添付資
料、提案図書概要版）と入札書の提出を受けます。
○技術提案書等（副本）を各委員へ発送します。
○入札書は、開札の日まで開封せず、厳重に保管します。

○事務局から各入札参加者の技術提案書等（副本）を受け取り、確認していただきます。

○技術提案書等について、基礎審査を行います。
・書類の不備はないか
・提案内容が要求水準を満足しているか など

○各入札参加者の技術提案書等を比較表形式にした「提案書比較資
料」を整理します。

○各入札参加者の技術提案書等の内容を審査していただきます。
○事前評価表に、事前評価として評価（Ａ～Ｅ）の記入を開始していただきます。
○事前評価時の評価コメント（着目した点、評価できる点・できない点等のコメント）、提案書に関するヒ
アリングで確認したい点等の提案内容に関する質問事項を記載し、事務局に事前提出していただきま
す。

○技術提案書等に関する質問事項を整理し、各入札参加者へ送付しま
す。

○事務局から、基礎審査結果の報告を受けます。
○各委員の事前評価、評価コメント・質問をもとに、自由に意見交換していただきます。（例：評価の考
え方、提案内容の見方など）
○提案書に関するヒアリングにおいて確認する事項について審議していただき、各入札参加者に事前
に送付すべき質問事項を抽出します。

○ヒアリングは１社あたり90分程度（プレゼンテーション30分＋質疑応答60分程度）。

○ヒアリング終了後、技術提案内容に対する意見交換を行っていただきます。
○意見交換後、各委員が最終的な評価（Ａ～Ｅ）をつけた提案書評価表を提出していただきます。

○対面的対話：①参加者から事前に提出された質問への回答、②提案
可否の確認 など

○各委員の提案書評価表を整理し、提案書の定量化審査結果の集計
表を作成します。

○「提案書の定量化審査の得点」の集計結果の報告を受け、委員会として提案書の定量化審査の得
点を決定します。

○開札には、委員会（委員長、副委員長等）が立ち会う予定とします。
○開札前に、提案書の定量化審査結果、定量化限度額の設定額を読
み上げます。
○事務局が開札し、入札価格の読み上げを行います。
○入札価格の確認（予定価格超過、不備などがないか）を行います。
（入札参加者は退室。）
○入札価格の定量化審査の得点を算定します。 ○入札価格の定量化審査の得点の算定結果を確認していただきます。

○総合評価値を算定し、総合評価値の最も高い入札参加者を最優秀提案者として選定し、委員会とし
て決定します。
○審査講評の内容について検討していただきます。
○審査結果について、委員会から組合管理者に答申していただきます。

○委員会からの答申を受け、組合が落札者を決定します。

○各委員の評価コメント・質問事項の一覧表を作成します。

約２ヶ月

（H29.3月9日まで)

（H29.5月29日)

（H29.7月4日)

（H29.7月25日)

（H29.5月末～6月初旬)

（H29.6月30日まで)

（H29.6月中旬)

対面的対話
（H29.4月14日)

（H29.4月27日)

○委員研修（先進地視察）：同種事業（DBO方式による焼却施設整備・運営事業）の視察を行います。

（H29.5月16日)

第2回

第3回

第1回

研修

委員の個別作業


